
 

（様式1）          研究事業評価調書（平成24年度）        平成24年12月3日作成 

事業区分 経常研究 研究期間 平成25年度～平成27年度 評価区分 事前評価 

菌床シイタケ栽培における生産性向上技術の開発 研究テーマ名 

 

（副題） 菌床資材の検討と培養期間の解明による収益性の向上 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター 森林研究部門 川本啓史郎 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画 
２．産業が輝く長崎県 

政策４．力強く豊かな農林水産業を育てる 
（７）基盤技術の向上につながる研究開発の展開  

科学技術振興ビジョン 

第３章．長崎県の科学技術振興の基本的な考え方と推進方策 
２－１．産業の基盤を支える技術 
（１）力強く豊かな農林水産業を育てるための、農林水産物の安定生産と付

加価値向上 

ながさき農林業・農山村活性化
計画 

施策の方向性 Ⅰ－２ 業として成り立つ所得の確保 
 生産コストの低減による農林業者の所得向上 
品目別生産振興方策 
 菌床シイタケ 生産コストの低減による競争力の強化 

１ 研究の概要(100文字) 

１菌床※１あたりのシイタケの発生量の増加を目的として、増収効果の見込まれる資材（カキ殻等）を導入する。

導入後の新たな配合比の菌床に適した培養期間を明らかにする。 

研究項目 

① 新たな菌床資材と配合比の探索 
② 新たな配合比の菌床に適した培養期間の解明 
１） 発生日毎の菌床シイタケ発生量と品質及び規格の調査 

２） 培養期間中の炭水化物含有量の調査 

３） 収益性が向上する培養期間の解明 

２ 研究の必要性 

１）社会的・経済的背景及びニーズ 

本県の平成22年次の林業産出額は53億であり、その内、菌床シイタケ※２はおよそ32億円を占める。菌床シ

イタケの生産量は、3,398ｔであり、全国順位は、６位である。「ながさき農林業・農山村活性化計画」では、平成

27 年の目標生産量を、県北地域は 1,000t、島原地域は 3,000t としており、菌床シイタケ産業は、本県の重要な

産業のひとつである。しかし、全国の菌床シイタケの生産量は急増しており、卸売り単価は下落傾向である。一

方、菌床の原料であるフスマや米ぬかの購入単価は上昇傾向であり、菌床シイタケ生産者等の経営状況は厳

しく、市場競争力の強化を目的とした「１菌床あたりの生産量の増加」のための研究を求めている。よって、新規

資材（カキ殻、焼酎粕など県内の未利用資源や産業廃棄物）の添加による「１菌床あたりの生産量の増加」を実

現するため、新規資材に合った配合比と培養期間を検討する。なお、配合比は、マニュアル化されているが、お

が粉に使用する樹木の種類と粒径が異なるため、生産者によっては配合比を変えている。 

 

２）国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

 生産者も市場競争力向上のため、様々な取組を行っている。しかし、県内の未利用資源や産業廃棄物の利

用を推進する取組みを行い、成果を広く普及するためには、長崎県が中核となり取組む必要がある。 

栽培法は、生産地によって異なることが多く、他県での実施事例を本県に直接適用することは難しい。よっ

て、長崎県が独自に取組む必要がある。 

 

 



３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 
項目 

研究内容・方法 活動指標 項目 
Ｈ 
25 

Ｈ 
26 

Ｈ 
27 

単

位 

① 
新規資材と配合比別に菌糸伸長速度を調査す
る。 

試験区数 目標 
実績 

600   区 

②
１） 

発生期間中は日別に各品質および規格区分毎

の子実体発生量を調査する。 

試験区数 目標 
実績 

 40 
 

20 
 

区 

②
２） 

培養期間中は数日毎に炭水化物含有量を調査
する。 

試験区数 目標 
実績 

 8 4 区 

②
３） 

収益性が高い配合比とその培養期間を解明す
る。 

試験区数 目標 
実績 

  60 区 

１）参加研究機関等の役割分担 

農事組合法人サンエスファーム、平戸市森林組合：菌床製造、培養工程管理、発生管理、生産施設におけ

る調査 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算 30.399 26,907 3,492  3,492

２５年度 
２６年度 
２７年度 

10,133 
10,133 
10,133 

8.969
8.969
8.969

1,164
1,164
1,164

 
1,164
1,164
1,164

 

（研究開発の途中で見直した事項） 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
 
Ｈ
 

得られた成果の補足説明等 

 
「栽培マニュアル」

の作成 
２    ○   

農事組合法人サンエスファームと平戸市森林
組合が使用している種菌毎にマニュアルを作
成する。 
目標：発生量10%増加 

１） 従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 
新規資材と配合比の探索については、ソバ焼酎粕を菌床に添加することで、菌床シイタケ１菌床あたりの

発生量が 17％増加すること（新田ら：2009）、カキ殻を菌床に添加することで、菌床シイタケ１菌床あたりの発

生量が 35%増加すること（阿部：2004）が報告されている。しかし、農事組合法人サンエスファームと平戸市

森林組合（以下、参加研究機関等）が使用している種菌と菌床資材を用いて同様の研究を行った報告はな

い。 
培養終了時の菌床内の炭水化物含有量と菌床キノコ発生量や発生状況（品質・規格・集中発生）等の関

係性を明らかにし、収益性が高い培養期間を検討した報告は、アラゲキクラゲの事例（大賀ら：2011）はあ

るが、菌床シイタケはない。 

 

２）成果の普及 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

研究項目②１）、２）は、参加研究機関等の施設を用いて試験を行うため、研究成果は、直ちに、参加研

究機関等において適用することが可能である。また、得られた成果を「栽培マニュアル」にまとめ、普及員と

連携して、参加研究機関等以外の生産者へ普及を図る。 

なお、平成22年次における菌床シイタケの県内の生産量のうち、この課題で使用する２種菌を用いて生

産された菌床シイタケは80％を占める。 

 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

・ 経済効果：県産菌床シイタケの市場競争力の向上 

2億 5,600 万円/年 

シイタケの増収効果  2 億 5,600 万円/年 

＝   32 億円     ×       10％          ×      80％ 

（平成 22年次生産額）×（１菌床あたりの発生量の増加）×（県内総生産量に対する割合） 

・ 社会効果：未利用の地域資源や産業廃棄物を菌床資材として有効利用することが可能となる。  

 



（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

（２４年度） 

評価結果 

(総合評価段階：S) 

（24年度） 

評価結果 

(総合評価段階：A) 

・必 要 性：Ｓ 

本県の平成22年次の菌床シイタケ生産量は全国6

位であり、「ながさき農林業・農山村活性化計画」にお

いて目標生産量が示されている本県の重要な産業で

ある。菌床シイタケの生産量は、全国的に長期増加傾

向にあることから、近年、卸売り単価は下落傾向であ

る。一方、菌床の原料であるフスマや米ぬかの購入単

価は、上昇しており、菌床シイタケ生産者等の経営は

厳しい。菌床シイタケの生産性は、菌床資材とその配

合比および培養期間により左右されるので、培養技術

の確立による「１菌床あたりの生産量の増加」に関る

管理マニュアルの策定が必要である。 

・必 要 性：S 

 近年、菌床シイタケの生産量は増加しており、生産

者のニーズも高い。菌床原料の価格が上昇する中

で、未利用資源を活用して新たな利用法を組み立てる

研究であることから、新規性も高い。 

・効 率 性：S 

  増収効果が見込まれる新規資材とその資材に適し

た配合比の探索は県の研究施設で行う。新たな配合

比の菌床に適した収益性が向上する培養期間は、農

事組合法人サンエスファームと平戸市森林組合（以

下、参加研究機関等）の施設での試験により解明する。

よって、成果は直ちに参加研究機関等の施設において

適用することが可能であり、効率的な試験計画となって

いる。 

・効 率 性：A 

先行技術調査により研究目標が絞り込まれて明確

になっている。また、試験研究機関と菌床シイタケ生

産法人および森林組合が連携、分担して技術開発に

取組むこととなっており、効率的に研究が進むものと

考えられる。 

・有 効 性：Ｓ 

添加により増収効果が見られたと報告がある資材、特

に県内の未利用資源や産業廃棄物の活用を検討する。

また、培養期間の推定を目的とした、炭水化物含有量と

生産量等の関係性を明らかにする研究手法は他キノコ

類へ応用できる。成果は参加研究機関等を通し県下の

菌床シイタケ生産者へ還元可能であり、県内のおよそ

80％の生産に対応できる。 

・有 効 性：A 

生産者との共同研究により早期課題解決が見込め

ること、またマニュアル化によって県内の菌床シイタ

ケ生産者に還元することで県内生産の80%に対応でき

るなど普及推進体制も期待できる。 

 

 

事 

 

前 

・総合評価：S 

 「１菌床あたりの生産量の増加」の研究は、長崎県

産菌床シイタケの市場競争力を強化し、生産者の所

得の向上に関るものであり、さらに、未利用の地域資

源や産業廃棄物を菌床資材として有効利用すること

ができる。本研究への期待と効果は非常に高い。 

・総合評価：A 

本研究は、地域未利用資源を新たな菌床資材とし

ての利用方法を組み立てるもので菌床シイタケ生産

者の所得向上と未利用資源の有効活用に寄与するも

のであり、研究の成果が期待される。菌床シイタケは

栽培期間が長く、生産に影響を及ぼす要因も多岐に

わたるためデータ解析には産地との連携を密にする

ことが肝要である。 

 対応 

 

対応 

・ 

 

 

途 

（年度） 

評価結果 

(総合評価段階：) 

（年度） 

評価結果 

(総合評価段階：) 



・必 要 性  

   

・必 要 性  

  

・効 率 性  

 

・効 率 性 

 

・有 効 性  

 

・有 効 性 

  

 

中 

・総合評価  

 

・総合評価 

  

 対応 

・効 率 性 

 

対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 
 


